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フロンティア

朝鮮王朝時代のおすすめ語学学習書　
小山内優子　おさない ゆうこ / AA研研究機関研究員

朝鮮王朝時代、通訳養成・語学学習のために
さまざまな語学学習書が作られた。
語学学習書を読むと、当時の社会情勢、
風俗だけでなく、人々のくらしや考え方まで
垣間見ることができる。

ハングルの誕生とハングル文献
　いまや日本の街中でもいたるところで目にす
るようになったハングル。この文字は1446年に

「訓
くんみんせいおん

民正音」の名で公布された。「民を訓
おし

える正し
い音」であるこの文字は、朝鮮王朝第4代国王世
宗が、漢字を学び使うことができない民衆のため
に作った文字である。これ以前は、漢字を用いて
朝鮮語を記していたが、残念ながら現存する資料
に乏しい。
　ハングル創製以降、仏教・儒教関係、詩歌、実
用書、韻書（字書）、語学学習書等、さまざまな
ハングル文献が刊行された。これらのハングル文
献は朝鮮語の歴史研究には欠かせない資料だ。筆
者もこれらの文献を調査資料として昔の朝鮮語の
文法を研究しているのだが、用例を集めようと資
料を眺めているうちに、言語そのものよりも内容
が気になり、用例そっちのけで読みふけってしま
うものがある。それが語学学習書だ。

司訳院と語学学習書
　朝鮮王朝時代、通訳養成や語学教育のための教
材をつくる「司

し

訳
やくいん

院」という公的機関が設置され
た （1393年）。司訳院では、漢学、蒙学、女真学

（のちに清学）、そして倭学の四学が設置され、朝

鮮をとりまく4つの言語、すなわち中国語、モン
ゴル語、満洲語、日本語が学ばれ、語学書が作
られた。日本語について、現存する教材で最も古
いものは『伊

い ろ は

路波』(1492年) であり、これは唯
一本として香川大学に所蔵されている（写真1）。
ひらがなの左下に小さく記されたハングルは、そ
のひらがなの読みを表したものである。
　語学書によっては、このようにハングルを用い
て外国語の発音を表していることがあるのだが、
外国語の発音を表すハングルには時に朝鮮語の表
記には用いられない組み合わせが見られる。例え
ば、写真2は、日本語の語学学習書『捷

しょうかいしんご

解新語』
（後述）に出てくる「御」（ご）の発音を表したも
のである。このハングル ᄋ と ᄀ の組み合わせは、
朝鮮語の表記には用いられない。朝鮮語は清濁

（無声音と有声音）の区別がない言語で、ハング
ルもこの違いを反映していない。しかし日本語は
清濁の区別があるため、通常とは異なる組み合わ
せをもって、日本語の濁音を表そうとしているの
だ。現在わたしたちが目にする語学書でも、日本
語にはない音をカタカナで表す際に、小さい文字
にしたりひらがなにしたりと工夫をこらしている
ことがあるが、時代も場所もこえた先人たちもこ
のような努力をしていたのだ。

写真3： 「兄さん、どこから来たんだ
い？」「私は高麗の都から来たんだ」
から始まる会話。大字の漢字の下の小
さいハングルは2種類の漢字音、白丸

（○） に続いて小さいハングルで書か
れているのが朝鮮語訳。『飜譯老乞大』
巻上第1張表（影印：中央大学校出版
局『翻譯老乞大巻上』1972年）。

写真2：右から2行目および3行目中央の
ハングルᄋとᄀはそれぞれ［ŋ］と［k］
の音を表す文字。この2つを組み合わせ
ることで、日本語の濁音［ɡ］を表してい
た。『捷解新語』巻1第1張裏（ソウル大学
奎章閣韓国学研究院所蔵、請求記号 奎貴
1639）。

写真1：朝鮮板『伊路波』。ひらがなの左下にハングルで発音が記され
ている（香川大学図書館神原文庫所蔵、分類番号829.1）。
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　「私たちも日本語を、人がみな習いやすいとい
うのを真に受けましたが、どんなにしても暗闇に
道を進むように、習うほど後退りするようでござ
いまして、あなたの日本語をお使いになるのを聞
くと、聞き取れないながらも神妙に思います。」

（『捷解新語』原刊本巻9第17張裏～第18張裏）
　
　朝鮮の訳官のこのセリフは、「朝鮮語は日本語
と似ているから勉強しやすい」と聞いて始めては
みたものの、次第に似ているからこその難しさを
感じるようになった筆者自身の実体験と重なると
ころだ。何百年も前の人と語学学習上の悩みが通
じ合うとは、非常に感慨深いものがある。
　ところで、『捷解新語』という書名はいわば「早
わかり日本語」という意味だが、なぜ「新語」が

「日本語」を指すのか、その理由は明らかでない。
司訳院にはもともと漢学、蒙学が設置されてお
り、のちに倭学が新たに設置されたため、これを

「新語」「新学」と呼ぶようになったことに由来す
るという説、「新しい要求にもとづいた日本語学
習」に由来するといった説がある。
　このように、語学学習書を読んでいると、当時
の人々の暮らしや考え方を垣間見たような気持ち
になり、いつの時代も人間は変わらないものだと
時にホッとすることもある。これが語学学習書の
魅力だ。

語学学習書をみんなに読んでほしい
　読んで楽しい、眺めて楽しい語学学習書ではあ
るが、研究資料として扱うにはいくつかの問題が
存在する。まず、それぞれの言語が、当時通用し
ていた自然なものであったかという点だ。たとえ
ば『捷解新語』には、日本語に不自然な部分が
あったり、朝鮮語訳が日本語の影響を受けていた
りと、相互に干渉が見られることが先行研究に
よって指摘されている。これは『捷解新語』に限
らず、どの文献にも関わる問題だ。更にこれと関
係して、朝鮮語と学習対象言語の両方の歴史的知
識が要求されるという点も、研究資料として扱う
際の壁となるだろう。
　現在、筆者は語学学習書を言語研究の資料とし
てもっと広く知ってもらい、活かすことができな
いかと考え中だ。何より、こんなにおもしろい本
が一部の人にしか知られず、読まれないなんて、
もったいないと思うのだ。

読み物としての語学学習書
　ハングル文献には仏教や儒教関係の文献が数
多く存在するため、必然的にこれらを用いて当時
の朝鮮語を研究することが多いのだが、文脈を
理解しようと読んでいるうちに落ち込むことがあ
る。たとえば、儒教の教化書である『三綱行実図』

（1481年頃）には、行いの規範とすべき孝子・忠
臣・烈女の話がおさめられており、病気の姑のた
めに自分の脚の肉を切って食べさせるという、ま
さに文字通り身を削って看病する孝行嫁が登場す
る。こんな話ばかりを読んでいると、「自分ももっ
と孝行し、正しく生きなければならないのに、私
は一体何をしているのだ……」とうっかり自己嫌
悪に陥ってしまう（ここまで思いつめるのは筆者
だけかもしれないが……）。
　これに対して、語学学習書は現実的で人間らし
い話が豊富だ。たとえば16世紀の中国語学習書

『翻
ほんやくろうきつだい

譯老乞大』（1517年頃、崔世珍・著）は、高
麗の商人が中国人と共に大都に商売に出かけるス
トーリーから成っている。商売をしたり、宿を探
したり、料理をしたり、酒を飲んだり、身の上話
をしたりと、実に日常的な会話である（写真3）。
以下の会話は、宿代をまけてもらおうと交渉する
シーンだ。中国人王さんと宿屋の主人とのやりと

りが妙にリアルである。
 
王　：主人、わしらはあす朝の五更に早めに出発
するから、宿賃と食費を勘定しておこう。わしら
人馬とも一泊して、全部でいくらになる？
主人：（餅を作るための小麦粉、豚肉、まかない
費、宿代、馬草など）しめて三十三両と七銭半に
なります。
王　：馬草と穀物、それに小麦粉も、みんなおま
えさんところで買ったんだから、少しくらいまけ
たらどうだね。
主人：えぇい、よござんす、この三両七銭半の端
数をおまけして、三十両だけいただきましょう。

（『飜譯老乞大』巻上第22張裏）
 
　ちなみに『老乞大』の「乞大」とは Kitai ある
いは Kitat の音訳で、もともとは遼王朝を建てた
契丹人のことであったが、のちに中国・中国人を
指すようになった。香港の航空会社、キャセイパ
シフィック航空のキャセイ（Cathay）も同源だ。

「老」は中国語の愛称・敬称であるとされている。
これらをあわせた「老乞大」とは「中国通」とい
う意味であると考えられている。
　「中国通」という名の『老乞大』、実は中国語
だけでなく他の外国語学習書としても用いられ、

『蒙語老乞大』（1741年、モンゴル語）、『清語老
乞大』（1703年、満洲語）が現存している。日
本語版も編纂されたようだが、残念ながら存否は
未詳である。『老乞大』は、日本でも訳注本 （金
文京・玄幸子・佐藤晴彦訳注、鄭光解説『老乞
大：朝鮮中世の中国語会話読本』平凡社、2002
年）が刊行されている。上の例の日本語訳はここ
から引用した。興味を持たれた方は是非読んでみ
てほしい。
　少し時代は下るが、17世紀に刊行された日本
語学習書『捷

しょうかいしんご

解新語』（1676年、康遇聖・著）
も読んでいて楽しい学習書だ。『捷解新語』には
朝鮮と日本の役人による貿易や接待の場での会
話や、朝鮮通信使の訪日時の会話、 候

そうろうたい

体 書簡文
などがおさめられている。筆者のお気に入りの会
話は、朝鮮の訳官が日本語を日本の代官に褒めら
れ、謙遜するというものだ（写真4）。ここでは
朝鮮の訳官が日本語学習について、以下のように
話している。
 

写真5：ソウルの光化門広場にあ
る朝鮮王朝第4代国王世宗像（児
倉徳和氏撮影・提供）。

写真4：日本の代官に日本語を褒められ、
朝鮮の訳官が謙遜する。『捷解新語』巻9
第17張裏（ソウル大学奎章閣韓国学研究
院所蔵、請求記号 奎貴1639）。


